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	 二軸性の微結晶粉末に変調回転磁場を印加すると，微結晶が三次元的に配向した擬単結晶

(Magnetically Oriented Microcrystal Array, MOMA)が得られる[1,2]．当研究グループではこれまでに，
MOMAを単結晶 NMR測定に供することにより，微結晶粉末からの双極子核(スピン量子数 I = 1/2)
の局所構造の解析に成功している[3,4]．しかしながら，双極子核は NMR測定が可能な元素の 25%
に過ぎす，それ以外は全て I ≥ 1の四極子核である．四極子核の固体 NMRでは四極子相互作用の
ためスペクトル形状が複雑となり，微結晶粉末からの構造解析はさらに困難となる．そこで本研

究では，I = 3/2の四極子核 23Naを有する酒石酸カリウムナトリウム(ロッシェル塩)の MOMAを作
製し，単結晶 NMR測定に供して四極子結合テンソルの決定を試みた． 
	 周波数変調型の 8T回転磁場(ω s =20 rpm, ω f 

=30 rpm, α =90º)を用いてロッシェル塩の
MOMAを作製した[1-4]．MOMAの長軸が磁化
軸χ1, χ2, χ3 (χ1 > χ2 > χ3)と一致する 3 つの
MOMAを作製した．MOMAの 23Na固体 NMR
スペクトル測定には，単結晶ゴニオプローブを

備えた日本電子(株)製 JNM-ECA500 を使用し
た．得られた 3 つの MOMA の長軸を NMR 静
磁場と直交させ，この軸周りに MOMAを 5°ず
つ回転させて測定を行い，23Na固体 NMRスペ
クトルを集積した． 
	 得られた 23Na固体 NMRスペクトルを Fig. 1
に示す．いずれの MOMAにおいても試料の回
転に応じて共鳴ピークの位置が連続的に変化

しており，異方性の情報を保持した高分解能ス

ペクトルが得られた．Fig. 2に，得られたスペ
クトルを基に決定したロッシェル塩の 23Na 四
極子結合テンソルを示す．単結晶についての結

果[5]と概ね一致したことから，擬単結晶化法は
固体 NMR による四極子核の局所構造解析にも
有効であることが分かった． 
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Fig. 2  Principal 
axes of 23Na 
quadrupole 
coupling tensor for 
Rochelle salt 
determined by 
using MOMAs of 
Rochelle salt. 

Fig. 1  Solid-state 23Na spectra obtained for MOMAs 
of Rochelle salt, where Ψ is the sample-rotation 
angle about (a) χ1, (b) χ2, and (c) χ3 axes. 

第64回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2017 パシフィコ横浜)14a-513-7 

© 2017年 応用物理学会 09-020 10.5

 


